
凡　　　例

１．第２図は国土地理院発行の５万分の１地形図「仙台」（平成14年）を、第３図は仙台市作成の都市計画基本図

（平成10年）を、第４・５・66・67図は法務省大臣官房施設課作成の「宮城刑務所建物配置図」をそれぞれ修正

して使用した。

２．遺構等の土層注記に記載した土色は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所監修『新

版標準土色帖』（2006年版）に基づいた。

３．調査の際の平面座標基準は世界測地系平面直角座標第Ｘ系に準拠し、標高値はＴ．Ｐ．（東京湾平均海面）を

用いた。

４．本書に掲載した遺構図版縮尺は、遺構配置図が１：150、個別遺構平面図・断面図が１：50、１：60、１：

100、基本層序が１：60として掲載した。

５．本書に掲載した遺物図版縮尺は、瓦が１：５、土器類・陶磁器類が１：３、金属製品が１：２、銭貨・石製品

が１：１を原則とし掲載した。

６．遺　構

・遺構については以下の略号を使用し、後に続く番号はこれまでの調査での遺構に続き、遺構種別毎に連番とした。

　　ＳＡ：塀跡　ＳＤ：溝跡　ＳＩ：竪穴住居跡　ＳＫ：土坑　Ｐ：ピット　ＳＸ：性格不明遺構　

・土層名については基本層をローマ数字、遺構内堆積層をアラビア数字で表記し、細分層についてはその後にアル

ファベットの小文字を付し区別した。また未掘の遺構については、平面プランや撹乱等の断面観察により記録し、

土層名を平面図中に記載した。

・遺構断面図版中にある斜線の網掛け部分は、掘削していない地山や未掘部分を示した。

７．遺　物

・遺物の登録は種別ごとに行い、本書に掲載した遺物には以下の略号を使用した。

　　Ｃ：土師器（ロクロ不使用）　Ｄ：土師器（ロクロ使用）　Ｅ：須恵器　Ｆ：軒丸瓦・丸瓦　Ｇ：軒平瓦・平瓦

　　Ｈ：その他の瓦　Ｉ：陶　器　Ｊ：磁　器　Ｋ：石器・石製品　Ｌ：木製品　Ｎ：金属製品　Ｐ：土製品

　　Ｘ：土師質土器・その他の遺物

・遺物注記表内の法量で（　）で示した数値は推定復元値を示し、−は計測不能を示した。

・ＳＸ14から出土した遺物は地区別に西側・中央・東側などとして観察表内に表記したが、遺物に注記する際には

西側を１、中央を２、東側を３と記した。

８．遺物図版に使用した各種トーンは下記の内容を表現したものである。
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